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最j丘の戸畑工場
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戸畑工場沿革

作所戸畑工場は元満洲重工業総裁鮎川

アメリカに留学中研究された可鰍 折

介氏が

鉄を製造にうつす為

に設立された工場であって､明治43年6月戸畑

式会社として発足した｡当時我国では可 軌

物株

鉄の製造は

初めてであり､したがってその特性川途などを一段に知

らせることさえも困難であった｡しかしその難

こえて技術の向上を計り優秀な

を乗り

品を送り出し8印可鍛

鋳鉄としてその･真イ紡が一一般にも認められるよ うになっ

た｡爾後戸畑工場ほ日本に於ける可鎮鋳鉄の総本山とし

て知lられている｡

大正10年にほ欧米では未だ全然手をつけていなかつ

た竃気炉を使用して可鍛鋳鉄を作る方法を考案し

改良に勉め欧米 固よりも一歩進んだ歩みを続け丑11

年には鋳鋼品も製作し創め日本鋳造工業界に多大の貢献

をした｡昭和10年10月国産工業株式会社戸畑製作所

と社名を変更し更に昭和12年5月株式会社目立 所作

と合併し株式会社日立製作所戸畑工場となり今日に至

る｡その間長い年月の経験と完全な生産設備とこれに加
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第1図 平均渾解重畳(月産)

Fig.1,Average Monthly Production of M仁!1t

(in Wt)

日立製作所戸畑工場全景

えるに徹底した研究改善によって優秀な製品を送り出し

また高力可軌 鉄､ 耐熱 物､ 特殊上銅ロ←ルの生産も

始めるようになった｡更にノジュラ←鋳鉄の研究も着々

進行し近く生産工程に移す予定である｡参考迄に創

来の生産高をあげると第l図のようになる｡

新型コ ンベアチエン

カッペ採炭法が

■7チェ 堰カン

以

用されて従来のⅤ塑トラフ用コンペ

チェン或はスクレーパーを有するダブ

ルチェン等の大容量のコンベアチェンに切替えられ､日

立製作所の崇心吋鍛鋳鉄製のコンベアチェンの需要量ほ

益々増加している｡

黒心可鍛戯瑚懐のチェンの特長ほ設計通りの形状に製

造し得ることであって､各炭坑の採炭条件に応じた

のチェンが造られてきた∩

既に製造された特殊チェン及び現在製造中の新型チェ

ンの主なものほ次の通りである｡

1.片巽チェン:三菱敗田鉱業所に納入したもので

帰りの巽は立ったまゝトラフの111を通る〔

2.補強型チエン:従来の標準型との互換性を有し

力が従来型の20-30%増加するものである｢

3.何錠撲手なしで従 のチェンの2倍以上の可撰性

第2図 片 巽 コ ン ベ ア チ エ ン

Fig,2･ConveyorChainwithOneSideScratx!r
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第3図 ビ ン な L コ ン ベ ア チ ェ ン

Fig.3.Conveyor ChaiIIJoillted byits OwIl

を有するコンベアチェン｡

4■ ブロックリンクが一本に-なり 力が高い割に重さ

の軽いものでⅤ型トラフ及び平型トラフ用のシ′ン

グルチェン用としてよりも黒心可鍛鋳鉄

チェンにその特長が発揮される｡

ダブル

5･ピンなLチェン:微粉状のものを運搬L而も

搬能力に対してトラフの占める谷積が極めて少い

特殊コンベアに使用する｢レドラ← ｣チェンの

試運転を完了し良好な成績を納めたのでノー股の

要に応じている｡

椅従来の炭坑用コンベアチェンとの互換性があつ

て而もピンを使用せず簡単に組立解体のできるチェ

ンを試作中である｡

コンベアチエン鋲謎め作業の機械化

コンベアチェンの襲撃作は益々多忙を極める状態で､云~_

躍的需要に応ず可き製作設備の横賊化により､安全量庵

態勢を確立し製品品質の向上に資する所大なるものがあ

る｡従来コンベアチェン 絞め作業は空気ハントマ㌧-を位

用した手作業であったが､これを2組の空気ハンマーヘ

ットを両側にJ-とえた機械装置に改装､｢･･-ラコンベヤー

の設置と共にベタルを踏みレバーを掘る軋単な操作で､

数倍の能率向上を挺得出 た｡

大型可鍛鋳鉄製晶建造機械化設備の尭成

戦前早くより日立製作所に於てほ小型製品のコンベア

ーーシ′ステムによる高能率生産に意を注いで来たが､今回

戸畑工場に於て自動車部品の如き大型量産部品に特殊造

型機を利用したコンベアーシステムを完成した(〕

本設備に設置した米国SPO賽竺ジョルト←クランプ回

転型抜大型造型機はジョルト時間､ジョルト吹込圧力､

スクイズ圧力及び型抜速度並びに時間の調節が容易に行

われ､その上カウンタ←ウェイトの加減により何転速度

を調整して回転終了時の衝撃を殆どなくすることが出来

る｡又手働制御が自由に出来､注油機構が完備している｡

本機により造型された鋳型はェヤ←ホイストによりモ

号8第巻43第

節4図 大型鉄道機械化設備の一部

Fig.4,A Part of MtごChanized UIlitsInstallコd

by Large Casting Wolks

箪5 図

Fi㌢.5.

造 型 中 の SPO 造 型 機

Type SPO Molding Machine,Clamping

t士1e Flash

ールドコンベアーのテrブル上に移される√
テ←ブルに

移された鋳型はスイッチにより適時に駆動され､20～30

枠造型されると起重機によって注入される√ 住人された

銃型はコンベア←により製品託場に運ばれ､鋳杵をはず

し､鍋物を取亡-Ilされる｡残った荒砂は注入され､サンド

ブレンダーによりレドラ←用砂受に飛ばされ､大難物を

選別し､通気度を向上される｡レドラーによりベルトコ

ンベア←に提げられた砂ほ上型相及び■ド塾!村ホッパーに

貯蔵される｡レドラーは拓時12tの移送能力を有し､

鋳物砂に対する利用ほ新しい試みである(J

本設備の増設により正確均質な大塑粗品の虫虔に割期

肌用待がかけられている｡

超音波探傷詳の新吉受

ノ･股に鋳物は金属を熔解して鋳蓑するので熔解の に

ガスや不純物が入ったり､冷却凝固の際引け渠､偏折､

きれを生ずるなど節研を発生L易い｡これらの鋳痍は製
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晶の表面と内部とを問わず発生するが､そのうち内部の

癌は破壊試験によらねば発見が困 な事が多い｡lノ凋i

の鈍痛を破壊せずに調べる為iこ各瞳の機械装躍が考案さ

れ実用化されているが､今回戸畑工均でも日立中央研究

所 作の毒首班探傷岩詰を入手して不良の早期肇見と品質

の向上に大に活用している｡

超肯狸探傷一置きの原理を掛一再こると次のよ うにな

る.｡真空管回路から発生Lた高周波電気街撃涯を水晶に

与えると電気諸によって弾性衝撃扱が発生する｡水晶を

供試材に密着さLて弾性衝撃波超音紋を通すと材料の反

対面から反射してくる｡この反射した超首班を水晶を通

して再び高川扱 掛こ変換してブラウン管上にあ

らわす-)発進況に対する反射汲の時 ンウラブがtカ

管の横軸によって観察されるので反射面迄の蹄離が直ち

に知られる｡材料中に若し鋳煩があると超=晋匪の-一一部は

その点からも反射されるので鋳析の存在がわかる｡

現在戸畑工場では新設備を粗材検査現場に備えつけて

恩心可鍛鋳鉄製品の鈍痛特に引 け
､きれ､くされ(.辿

偏折)などの欠陥､ク仁一′-ムモリブデン銅製ロ←ルの鎮

､きれなどの欠陥の早期発見に満州し､晶質向上､原

種

価低減に大なる効果を収めている｡

戸畑高延伸率塾球き伏黒重臣墓漂鉄

戸畑工場でほ最近の球状黒鉛

結果を

この鋳鉄の

1041

鉄に関する各所の研究

し､更に原料銑､Mg添加方法､焼鈍方法等

造全般に関する研究を遂行する事忙依り､

一応球状崇鉛鋳鉄の安定した

粟た｡

球状黒鉛

造方式を確立する事が出

鉄の特長とされていることほ 造の面から

ほ釣遣性､切削性､大きさに対する制限のない点で鋳鉄

の長所を有し､延性その他多くの工学的性質に於てほ思

心可鍛鋳鉄を 駕し鋳鋼に匹敵する長所を兼腑したもの

である番は周知の事 である｡現在当工場の 品の試験

規格は第l表に嘉すIntemationalNickelCo,の親格に

依っているが実際の試験担はその一例を第2表に元した

如く､この規格に十分合格し得る｡将に当工場忙於ては

黒心可鍛鋳鉄 造時の優秀なる焼鈍技術を活用する事に

より､上記の規格巾の60-45-一15(高延仲率オrルフェラ

イト型)の製造に重点を注いでいる｡即ちかゝる焼鈍操

作に依り従束この鋳鉄に於て特に問題となっていた
仁王

口R

の均一性を十分改善すると共に､延性の増加､切削性の

革1表:昧 状 黒 鉛 鋳 鉄

Tablel Spec沌eations for Nodular CastIron

規 格 (IntemationalNickelCo･)

(SuggestedbyInternationalNickelCo･)

伏

kg/m皿芝 PSi l･即･lI･l

延 伸 率(%)

90--65-02

80→60-05

60-45叫15

80【-60-一っ0

鋳造試験片:

テスト ピース

降伏点の測定

90,000

80,000

60,000

80,000

63.2

56.2

42.2

56.2

65,000

60,000

45,000

60,000

乾燥型で1〝のキールバrに鋳込む

ASTMEr8槙準丸棒､接点距離2//

0.2% 残官押lI又は荷鶉下で0.5% 仲

45.6

42.2

31.6

44.2

第2表 球 状 芸具 釣 銭 鉄 の 化 学 成 分 及 び 機 械 的 性 質

Table2 ChemicalCompositions and TensiluPropelties ofNdularCastIron
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改善等球状黒鉛 鉄の真価を益々発揮させ得る｡

球状漂鉛鋳鉄の応用分野としては､従

て来た鋳鉄､黒心可

だけでなく､適切な

贈呈

から使用され

鉄､鋳鋼製品の分野を蚕食する

と相侠って鏑と同程度の材質が

要求され而も極めて複雑な部晶に好適の新材料として､

独自の分野が開拓されるものと思われる｡

用分野と考えられるものを列挙L､

考に供する次第である｡

(1)

設言

この鋳 の応

･の方々の御参

するのに複経過ぎ､而も

評 論

高級な性

第34巻 第8号

部分･｡マレブルにては

難な厚肉部分に応用出来るt)

鉄より高弾性限､軌性､強度を要する部分｡

鋼の軌性及び熔接性を多少犠牲にしても､歩

留と機械加工費の低減を望む乱清｡

(4) 鋳鉄より耐熱性を要する部分｡

(5_)スキ先の如く内部が矧生を要し､而も耐臍耗性

を要する部分｡(表面はチルする〕｡

■
ヽ･■･ ヽ ヽ-､･●

-･･････､

-･

-･･ --●-
‥ ･-

･
･

-､､-･

､､

●

-

･

-､･■ ･-､

全世界注胡の下にヘルシ∵/キに開かれたオリムビック

とともに､アメリカでは大統領候補戦に共和党のアイゼ

ソハワア←に対し､民主党公認としてステイ ヴソソン

(イリノイ州知事)を指名､11月の大統飼選挙に臨むこと

となったが､いずれが当選しても米国は安看であるとの

感を抱かせ､オリムピック同様世界平和のため御同慶の

至りである｡

(⊃

本誌も前号より
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¥ 100

Y 400

¥ 800

号

別行

¥ 4

(送料一共)

(送料共〕

郵便物として7月23日附にて郵政省より認可され､発

行日も毎月定期となり､郵送料の値下げ等いろいろ購読

割ことっても御便宜なことと思う｡

荷､前号(40真一41支)に挿入した本誌に対する批

判希望を調査するアンケ←トに対して､早速多大の反響

を頂き編集当局は感謝しています｡惜別に締切日ほ設け

ていませんがまだ御返信なき方々は一目も早く御投稿下

さい｡

(⊃

力KK枚方変電所の｢80.51【W

断器｣は世界にも殆んど例のな

ll■醐l本号は､巻頭の

4,000MVA新型制粥

い大容量 断器を採用した日立 作所の画期的なもので

あり､｢天冷発電所用制御装置及び配電盤｣は日立が終

筏始め-⊂輸出した台湾 力公司への新製品で､その規模

の大なることは戦後我国輸出生産設備中特に往月に値す

るものである点等以下9篇異色ある論文であるが､久L

振りに戸畑工場より｢~球状黒鉛満鉄

について__lの寄稿を頂いた｡

C)

亦別項や吉(第56宜)に

し造に於ける原料銑

紬したが､待 のl｢日立

評論｣気体機関特集号が愈々8片~~ド旬発行することとな

った他､=HitacIliIミeview"No.2(第70頁予告参紹)

を発行したっ本誌同様御愛読乞う次第である｡

(寺沢 生)

編集兼発行人

印 刷 人

印 刷 所

谷川 俊一雄

花 崎 実

大東印刷工芸株式会社

発行所 日 立 論 敵
東京都品川 区大井二坂下町2717

振替口座兼∴京71824番

電話大森(06)11ト10番,313ト10番

会 員 番 号 A208062番

広告取扱店 東京都港区芝南佐久聞町1の26電話芝(43J4317 広 和 堂




